
中学校第２学年指導例 ７

表現の効果について考える

１ 指導のねらい

（１）短歌を読み、内容や表現の仕方について考えたり、感想を交流したりすることができる。

（２）表現上の特徴を理解し、短歌を味わったりつくったりすることができる。

２ 指導過程

学習活動と発問（ は発問） 指導上の留意点と評価（ は評価）○ ○発 評

（１）本時の学習のめあてを確かめる。 ・短歌において、様々な表現の効果につい

て考えることを知らせる。

評 学習のめあてをとらえ、進んで学習に○
取り組もうとしているか。

（２）学習プリント①にある短歌と鑑賞文について ・学習プリント①は、国語の時間に各自作

①どのような心情や情景を歌った短歌であるかを 成した短歌に紹介文をつけて発表したも

考える。 のであることを確かめる。

②表現の効果について考える。

・表現技法が用いられているときとそうで

ないときの違いを考えさせる。

評 擬音語・擬態語の効果について理解し○
ているか。

。○評 倒置法の効果について理解しているか

（３ 「はらはらと」という擬態語を使って書く。）

①「はらはらと」のイメージを考える。 ・４人程度のグループで話し合わせる。

評 イメージを広げ、進んで話し合いに参○
加しているか。

②短歌をつくり、その紹介文を書く。 ・学習プリント②を用いて短歌（定型）と

その紹介文を条件に合わせて書かせる。

評 擬態語の効果やイメージを考え、作品○
、 。を作ることで 短歌を味わえているか

（４）書き上がった短歌と紹介文を読み合う。 評 相互交流により、相手の短歌や紹介文○
のよさを発見できているか。

発 「ドックンドクン 「ふうわり」は何を表して○ 」

いるのだろうか。また、使うときと使わない

ときとで印象の違いはあるのだろうか。

発 最初につくられた短歌と完成した短歌を比べ○
て、どのような印象の違いがあるだろうか。

発 「はらはらと」から連想するものは何だろう○
か。また、それらにかかわって自分が見たり

聞いたりしたことを挙げてみよう。
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岡
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岸
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◎

出
題
の
ね
ら
い

・
短
歌
に
お
け
る
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て
短
歌
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
合
う
紹
介
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

【
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例
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（
例
）
短
歌
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
様
子
や
状
態
な
ど
を
よ
り
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
。

一

（
例
）
完
成
し
た
作
品
に
は
倒
置
法
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
春
の
気
配
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
感
じ
ら
れ
る
様
子
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

二

（
例

（
短

歌
）
は
ら
は
ら
と
こ
ぼ
れ
る
涙
と
め
ら
れ
ず
友
の
苦
し
み
私
の
痛
み

三

）（
紹
介
文
）

友
達
が
部
活
動
で
悩
ん
で
い
た
と
き
の
こ
と
を
よ
み
ま
し
た
。
練
習
し
て
も
練
習
し
て
も
な
か
な
か
上
達
し
な
い
自
分
の
プ
レ
ー

、

。

に
い
ら
だ
ち

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
友
達
の
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
思
い
を
私
は
ず
っ
と
聞
い
て
い
ま
し
た

た
だ
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
友
達
の
苦
し
み
が
移
っ
た
か
の
よ
う
に
私
も
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
百
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＊

次
の
条
件
を
満
た
し
て
書
い
て
い
る
も
の
、
紹
介
文
の
内
容
は
心
情
ま
た
は
情
景
が
し
っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。
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